
 

５
月
頃
、
谷
筋
に
白
い
花
を
つ
け

た
ア
ブ
ラ
ギ
リ
が
よ
く
見
ら
れ
ま

す
。
屋
久
島
で
は
お
な
じ
み
の
樹
木

で
自
生
種
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

江
戸
時
代
に
中
国
か
ら
持
ち
込
ま

れ
た
外
来
種
と
い
わ
れ
、
国
内
で
は

関
東
以
西
で
野
生
化
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ギ
リ
は

名
前
の
と
お
り
種
子
か
ら
油
が
採

れ
、
古
く
は
油
紙
や
和
傘
に
塗
る

油
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

ア
ブ
ラ
ギ
リ
は
陽
樹
で
伐
採
跡

地
や
道
路
脇
な
ど
で
よ
く
見
ら
れ

ま
す
が
、標
高
の
高
い
場
所
や
照
葉

樹
林
内
な
ど
の
暗
い
林
内
で
は
あ

ま
り
見
ら
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
森
林
生

態
系
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
は
考
え

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

し
か
し
、
同
じ

陽
樹
の
カ
ラ
ス

ザ
ン
シ
ョ
ウ
や
ヤ

ク
シ
マ
オ
ナ
ガ
カ
エ
デ
が
ヤ
ク
シ
カ
に

食
べ
ら
れ
目
立
た
な
く
な
る
一
方

で
、
ヤ
ク
シ
カ
が
嫌
い
な
ア
ブ
ラ
ギ
リ

は
繁
殖
区
域
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。 

 

ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
繁
殖
区
域
が
拡

大
す
れ
ば
、
世
界
自
然
遺
産
登
録

地
域
内
の
森
林
生
態
系
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
も
懸
念
さ
れ
、
屋
久

島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
で

は
ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
繁
殖
状
況
を
調

査
し
て
い
ま
す
。 

 

ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
不
思
議
を
以
下
に

ご
紹
介
し
ま
す
。 

【
だ
れ
が
何
の
目
的
で
も
ち
こ
ん
だ

の
か
】 

 

屋
久
島
で
は
、
桐
下
駄
の
代
用
品

と
し
て
ア
ブ
ラ
ギ
リ
が
使
わ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
が
、種
子
か
ら
油
を
抽

出
し
て
利
用
し
た
と
い
う
形
跡
は

今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。 

 

ア
ブ
ラ
ギ
リ
は
一
端
発
芽
す
る

と
１
年
で
１
㍍
以
上
伸
長
す
る
成

長
の
早
い
樹
木
で
、
そ
の
成
長
の
早

さ
に
着
目
し
て
古
い
時
代
に
だ
れ

か
が
屋
久
島
に
持
ち
込
ん
だ
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

【種
子
の
運
び
屋
は
だ
れ
だ
？
】 

 

ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
果
実
は
小
さ
な
山

柿
ほ
ど
の
大
き
さ
が
あ
り
、
種
子
は

直
径
２
㌢
ほ
ど
あ
り
ま
す
。重
力
散

布
型
の
種
子
で
、雨
水
に
流
さ
れ
た

り
動
物
が
運
ば
な
い
限
り
繁
殖
区

域
を
広
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

と
こ
ろ
が
、
山
の
中
を
歩
い
て
い
る

と
突
然
ア
ブ
ラ
ギ
リ
に
出
く
わ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
斜
面
下

方
に
親
木
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
斜
面
上
方
に
ア
ブ
ラ
ギ
リ
が
繁

殖
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
何

者
か
が
落
ち
た
種
子
を
運
ん
で
い

る
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
種
子
に
は
毒
が
含

ま
れ
て
お
り
、
通
常
、
サ
ル
や
シ
カ
は

食
べ
た
り
、
い
た
ず
ら
し
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
の
調

査
で
は
、
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
に
ア
ブ

ラ
ギ
リ
の
実
を
く
わ
え
た
タ
ヌ
キ

や
ア
カ
ネ
ズ
ミ
が
写
っ
て
お
り
、タ
ヌ

キ
の
た
め
糞
の
中
に
ア
ブ
ラ
ギ
リ
の

種
子
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ス
ギ
人
工
林
内
で
繁
殖
し
て
い
る
ア

ブ
ラ
ギ
リ
の
水
平
分
布
を
み
る
と
、

集
中
分
布
し
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
ま
す
。 

 

屋
久
島
で
は
外
来
種
の
タ
ヌ
キ
が

運
び
屋
と
し
て
暗
躍
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
外
来
種
の
タ
ヌ

キ
が
同
じ
く
外
来
種
の
ア
ブ
ラ
ギ

リ
の
繁
殖
を
助
け
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

【ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
分
布
域
は
？
】 

 

ア
ブ
ラ
ギ
リ
は
屋
久
島
全
島
に

分
布
し
て
い
ま
す
。
林
道
に
沿
っ
て

ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
繁
殖
状
況
を
観
察

す
る
と
、
標
高
５
５
０
㍍
前
後
ま
で

連
続
し
た
分
布
が
み
ら
れ
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
標
高
が
上
が
る
と
あ
ま

り
み
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
天
然
分
布
の
境
を

示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
白
谷
雲
水
峡
の
標
高
８

６
０
㍍
の
天
然
林
内
に
は
ス
ポ
ッ
ト

的
に
ア
ブ
ラ
ギ
リ
が
現
れ
ま
す
。
陽

樹
の
ア
ブ
ラ
ギ
リ
は
暗
い
林
内
で
発

芽
し
て
も
育
た
な
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
こ
の
ア
ブ
ラ
ギ
リ
は
、
伐

採
な
ど
で
発
生
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
で
一

斉
に
発
芽
成
長
し
、
生
き
残
っ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。  

 

ア
ブ
ラ
ギ
リ
は
枝
の
発
生
す
る
節

が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
節
と
節
の

間
の
節
間
が
明
瞭
で
す
。
１
年
間
に

１
節
間
成
長
す
る
こ
と
か
ら
節
間

数
で
樹
齢
を
推
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
白
谷
雲
水
峡
の
ア
ブ
ラ

ギ
リ
は
節
が
判
別
で
き
な
い
ほ
ど
な

め
ら
か
な
幹
を
し
て
い
ま
す
。
お
そ

ら
く
、
長
い
年
月
を
か
け
て
成
長

し
、
枝
の
発
生
し
た
節
の
痕
跡
が
消

え
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

暗
い
天
然
林
内
で
も
ア
ブ
ラ
ギ
リ

の
生
育
が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、

倒
木
な
ど
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
れ

ば
、
標
高
の
高
い
世
界
遺
産
登
録

地
域
内
で
も
ア
ブ
ラ
ギ
リ
が
繁
殖

す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
屋
久
島
本
来
の

自
然
植
生
に
影
響
が
出
な
い
の
か
、

今
後
も
ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
繁
殖
状
況

を
注
視
し
て
い
く
考
え
で
す
。 

 

近
畿
以
西
か
ら
南
西
諸
島
に
分

布
す
る
落
葉
低
木
。
屋
久
島
で
は

低
地
の
林
縁
や
道
路
沿
い
に
見
ら

れ
る
。
葉
は
先
の
方
が
幅
広
く
、
基

部
は
次
第
に
狭
く
な
る
。
果
実
は

直
径
６
㍉
ほ
ど
の
扁
平
な
球
形

（
カ
ボ
チ
ャ
型
）
で
、
割
れ
て
朱
色

の
種
子
が
見
え
る
。 

 

花
期
７
～
８
月
、
果
期
８
～
10

月
。 
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屋久島の植物 

カンコノキ 

（ミカンソウ（トウダイグサ）科） 

屋久島東部（愛子岳）の植生垂直分布調査 
(平成 23年度/2011年度) 

●標高 400㍍プロット 
[優占種の変化] 

 低木層の優占種はタイミンタチバナがサクラツツジに変化したが、本数

の差は３本であり、大きな外部要因が影響しているとは考えにくい。また

草本層は、2001年から 2006年にかけてイヌガシが成長したことによっ

て優占度が低下したと考えられる。その後、ヤクシマアジサイはヤクシカ

の嗜好種であるため、食害の影響を受けて優占度が低下したと考えら

れる。 

[直径階別本数の変化] 

 2001年から2006年の胸高直径10～19㎝の本数が増加していたが、

原因としては2001年の胸高直径１～９㎝の樹木が成長し移行したと考

えられる。標高 400mのプロット周辺の森林は現在も成長段階にあると

考えられる。 

[草本層指標種の出現と消滅]※指標種は№234号に掲載。 

 

屋久島生態系モニタリング 
外
来
種
ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
不
思
議 

アブラギリの花 

階層区分 2001年 2006年 2011年 
高木層(7.0m以上) イスノキ イスノキ イスノキ 
亜高木層(3.0～ 7.0m) サクラツツジ サクラツツジ サクラツツジ 
低木層(1.2～ 3.0m) タイミンタチバナ タイミンタチバナ サクラツツジ 
草本層(1.2m未満） イヌガシ ヤクシマアジサイ ヨゴレイタチシダ 

消滅した種(嗜好性) 消滅した種(不嗜好性) 出現した不嗜好性種 
 サザンカ 

シマイズセンリョウ 
キジノオシダ（暖） 
ホソバタブ 

ホソバノコギリシダ 
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屋久島森林生態系保護地域などにおける学術調査等の入林状況 

（平成 26年 4月 1日から平成 26年 9月 30日受付分） 

１．植物関係

代表者所属 入林目的

屋久島生物多様性保全協議会
ヤクタネゴヨウ及び絶滅危惧植物調査、及び大気汚染調

査とモニタリング

鹿児島大学理学研究科
屋久島の森林動態調査

香川大学教育学部
屋久島固有植物群の遺伝学的及び生態学的研究/屋久島のシ
ダ植物の生態学的調査

（一社）日本森林技術協会　事業部　森林保全グループ

調査・研究「平成26年度屋久島世界遺産地域等における森林生

態系に関するモニタリング調査に係る業務」

神戸大学農学研究科
ヤクスギの樹上生態系に関する学術調査

東京大学大学院新領域創成科学研究所
ヤクタネゴヨウの根に共生する外生菌根菌を調査

株式会社自然環境研究所　野生動物保護管理室
平成26年度　保護林モニタリング調査等業務

理工学研究科　生命科学専攻
ベニシダ類の分類学的研究のための現地調査とサンプル

採取

広島大学大学院国際協力研究科
ヤシ科植物ビロウの遺伝解析用葉サンプルの採集

大阪市立自然史博物館
ヤクシマママコマナのＤＮＡ・形態測定用サンプル採取および防
花昆虫調査

京都工芸繊維大学
学術研究のため。屋久島地域に見られるシダ植物とその葉の形
態の調査

北海道大学大学院地球環境科学研究院
研究用樹冠アクセスタワー（西部林道川原）での樹木

シュート伸長に関する研究の予備観察調査および研究環

境点検

東京大学大学院総合文化研究科広域科学専攻

屋久島で形態・生態的に多様化を遂げたキク科アキノキリンソウ
属植物の進化プロセスを解明するために、現地調査と遺伝解析
用試料の採取

２．動物関係

代表者所属
入林目的

北海道大学　和歌山研究林
学術研究：ヤクシカの個体群動態とシカ柵内外の森林植

生比較

京都大学大学院理学研究科
西部低地林に生息するヤクシマザルの社会関係と行動の

研究

九州大学システム生命科学府生態科学研究室
ヤクシカの調査および植生のトランセクト調査

京都大学霊長類研究所・准教授

ニホンザルの生態・行動調査および植生調査/ニホンザルが土
壌真菌相に与える影響の調査/ニホンザル・シカ・ヒルの個体調
査

琉球大学熱帯生物圏研究センター
ヤクシマザルの移動生態学および睡眠研究

屋久島生物部事務局
ヤクシカ　ライトカウントモニタリング調査（動態把握の為）/糞塊
調査（密度把握の為）

慶應義塾大学先端生命科学研究所
シカの食性と腸内細菌叢に関する調査

京都大学大学院　人間・環境学研究科
小楊子川右俣上流域における両生類相の調査

八千代エンジニヤリング株式会社　九州支店環境部

環境省による「屋久島国立公園におけるヤクシカ保護管理対策
推進業務」の調査
①屋久島全域のシカ個体数の増減の把握を目的とした個体数密
度調査（糞魂法、糞粒法）②シカに対する植生保護柵の効果の
検証を目的とした植生調査　③保護地域における管理捕獲手法
の検討を目的とした調査・試験


